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関係文献や重要箸舎の評論ものせる。

り。

第 l号は， 1959年 4月-6月のl開問中に発行の予定で，価格は 7マル7 (送料別)九

投稿，および内容についての質疑は，刊行委員長または編集局宛に送るとと。

刊行委員会は 16名で構成し，日本からの委員には山田幸男教疫が指名されている。

刊行委員長にはスエ{デンからの委員である LEVRING氏が当る。その宛名は次のiili

Prof. Dr. TORE LEVRING 

University of Gothenburg Marine Botanical Institutions 

Botaniska Tradgarden Gothenburg C， Sweden 

編集局の宛名は次の通り。

Studiengesellschaft zur Erforschung von Meeresalgen e. V. 

Hamburg 36， Esplanade 1 c， P. O. B. 393 W飽 tGermany 

印刷と発売は次の書后が引き受ける。

Cram de Grayter & C.， Hamburg 1， Messberghof West Germany 

薪箸紹介

近江彦栄若

田本及び近海産オゴノリ属及び

オゴモドキ属の種類

{時田豚)

The species of Gγacilaria and Gγacua'riop8"I8 from 
Japan and adjacent waters (Mem. Fac. Fisheries， Hokkaido 

Univ. Vol. 6， No. 1， pp. 1-65， pls. 1-10. 1958) 

従来寒天朕務父は混頑として利閉され，産業的価値の高いオゴノリ及びオゴモドキ属

の 18租1品種について，それらの留の性質がlJI.jかにされ， 叉過去における利用情況等が

誌されている。

己の論文において著しい乙とはホソオゴモドキ， トキダフシクレノリがそれぞれ日本

及び琉王まから始めて報告された乙とであり，オゴノり腐の一員とされていたツル ユノラモが

オゴモドキ腐に移された事等である。更に ζの基t量的な研究は大いに産業面においてもそ

の価値を発衛するものと思われる。

次に著者の検索表を掲げるが G.は Gracuar句オゴノリ属を，G.-OP8"I8 は Graci-

Iar必psisオゴモドキ腐を， ( )内はシノニムを示す。

勢 Eの価格は 1冊の値段と恩われる。邦貨 600円余It:当る。
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事庁箸紹介 35 

1. !i果は大形細胞，通常小形の基部を有するゴニモ プラスト，及び果皮に達する営養

糸よりなる。

A. 体は円柱状.あるいは時に多少扇庄

1. 枝は基部において経る

a. 枝の基部は多少総る;分岐は多く叉は少し;体は細し

. 1. G.制作ucosaオゴノリ (G.confervo必伺)

b. 枝の器部は徐々に経る;分岐はむ しろ少し不則規叉多方面に出ず;体の

下部及び中部では非常に硬し;先端尖る ・H ・H ・..2. G. g匂asオホオゴノリ

c. 枝の基部は急に総る;分岐多く，互生叉は部分的に扇生;体は硬く，ふく

れる…………………………...・H ・H ・H ・..…… 3.G. blodgettiiクピレオゴノリ

2. 校は基部において強く継る

a. 貿むしろ硬し;分肢は羽状;やや縦房状;休I'"l:30cm 1亡逮す

. 4. G. eduliBカタオゴノリ (G.lichenoides) 

b. 軟骨質叉は膜質;分肢はやや叉状，短き小枝あり;やや波状

. 5. G. b叫γsa-pastoriBシラモ (G.comp何回α)

c. 肉質;綴房状;体は 11cmより小

・6.G. coroηopifoliaモサオゴノリ (G.juifoγ隅 iB)

d. 膜質及び肉質;分肢は密，不規則な羽状，時に上部において弓状をなす，波

状或は縮房状;体は 5~10cm 高し …・・・7.G.α.rcuαtα ユ Eガタオゴノリ

3. 校或は小校は関節せる如く経る

a. 小伎は成熟時関節せる如く経る ・…....… 8.G. crαssaタイワンオゴノリ

b. 校及び小枝は共11:著しく関節せる如く経る

. 9. G. aalicorπfα トキダフシクレノリ

B. 体は全く周平又は主主状

1. 体の縁辺に多くの刺状突起或は小歯あり .. 

a. 休は幅広し;縁辺に小儲あり .... 10. G. denticul日ta

b. 体はむしろ鱈狭<.先端鈍円或は舌状;縁辺著しく波状

トゲカパノリ

. 11. G. p叫rp1昨日~cens ムラサキカパノリ

c. 体は前者より広<.先端鈍円或は櫛形;縁辺刺状突起多し

・lla.G 仰ゆ.f. spinulosaトゲイツツギヌ

2. 体は金縁叉は刺状ならざる突起あり

a. 体周平. 1-2.5cm広く，金縁，体表に点状の斑あり

. 12. G. pu悦ctataィγツギヌ

b. 体周平，通常全縁なる色表面に斑なし，時に滞状或は多少内に曲りしばしば

燃れたり……...・ H ・..・ ……………………… 13.G.伽C叫rvatα1ゾオゴノリ

巴. 体は幅広ししばしば裂片をな し，幽らず，先端鈍円又は舌状，分岐行われ
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叉行われず ……………H ・H ・-…H ・H ・..……………… 14.G. teztor善玉-tパノ事

d. 手本君主華麗緩も広し葬撃に悪霊殿会会ず;ぎを縁iえして量震予言分絞せず

... ~，.~・ 5'.."~..~'.5"..'..~~~~・-… 15. G. 8秘説獄。raliBシンカイカパノ1)

11. 滋果I't小綴強季大なる遜銭安宅ぎするゴニモブラストよちえrIJ .寒波IC.議する言霊祭糸

えまし

ん 緩は署警に塁審れ襲撃滋状をなす ……. 1ふ弘噂pSI8智俊 樹C'lUophyl仮設ゴ母ドキ

ゑ授は会く膨れず

1. 徐11、形にして絡し泌蹴E苦言怨ゆき襲警に経 lt路燃を怨丸分畿多し

……H ……….. 1'1. G子

窓ゑ駒 手然孝大売形禁， 夜レい， 邑総容~11泌詰邑ま総滋喜凝蓄くし， 諺-3総到鍛悶広しい， 支分?絞憲綴証えなzち
. 18. G.吋宅伊書記章 chord議 (G.c加傾紛ツんシラ諸島

(~t大潔学善事綴空襲学教愛 護覧手宇喜子選手主義}

学会議議

雪量擬護多数

{限利 33幸容は湾総認よち緩和34年 3}'j5女友で}

本会会員長義手数之助E廷は去る喜緩和 34益事1)善事録滋去零れ乏した穆 ζZ二必殺んで事案

僚の霊豪華f愛しEます。
図 2幹事義菱護学会
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